
　

既
存
の
体
育
館
は
、
１
９
７
２
年
に
竣

工
し
、
今
年
で
45
年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。

２
０
１
１
年
３
月
の
東
日
本
大
震
災
で
は
大

き
な
被
害
を
受
け
、
復
旧
工
事
が
行
わ
れ

て
使
用
で
き
る
状
態
に
は
な
り
ま
し
た
が
、

耐
震
対
応
が
必
要
な
こ
と
、
ま
た
、
折
り

し
も
、
昨
年
は
短
期
大
学
が
開
学
50
周
年

を
迎
え
、
短
期
大
学
開
学
初
期
に
建
築

さ
れ
た
建
物
は
経
年
劣
化
も
進
ん
で
お
り
、

施
設
整
備
事
業
の一環
と
し
て
建
て
替
え
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

体
育
館
は
、
体
育
の
正
課
授
業
や
各
運

動
部
の
活
動
の
場
と
し
て

利
用
さ
れ
、
入
学
式
・

卒
業
式
な
ど
で
も
親
し

ま
れ
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
学
園
祭
で
は
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
コン
サ
ー

ト
も
体
育
館
に
て
開
催

さ
れ
、
本
学
の
伝
説
と

し
てM

r.C
hildren

が

「innocent w
orld

」

の
曲
が
大
ヒ
ッ
ト
し
た
頃

に
、
学
園
祭
で
コ
ン
サ
ー

ト
を
し
た
こ
と
が
よ
く
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

既
存
の
体
育
館
は
こ
の
よ
う
な
伝
説
も
あ

る
の
で
名
残
惜
し
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　

新
体
育
館
は
、
Ｍ
棟
南
側
の
駐
車
場
に

建
設
し
て
お
り
、
各
種
室
内
ス
ポ
ー
ツ
の
設

備
に
加
え
多
目
的
室
・
ト
レ
ー
ニン
グ
室
な

ど
も
併
設
し
、
電
動
で
設
置
・
収
納
で
き

る
４
７
６
席
を
含
め
計
６
１
２
席
の
客
席
も

整
備
さ
れ
ま
す
。
在
学
生
、
父
母
、
卒
業

生
が
集
え
る
場
と
し
て
、
ま
た
災
害
時
の

地
域
住
民
の
避
難
所
と
し
て
の
機
能
を
担

う
こ
と
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
総
会
に
お
い
て
承
認
さ

れ
た
、
２
０
１
６
年
度
同
窓
会
予
算
で
は
、

新
体
育
館
へ
電
動
間
仕
切
り
を
寄
付
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
前
回
の
会
報
に
も
掲
載
し
ま
し

た
が
、新
体
育
館
の
建
て
替
え
を
含
む
「
見

和
キ
ャ
ン
パ
ス
開
設
50
年
施
設
整
備
事
業
募

金
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
支
援

を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
いい
た
し
ま
す
。

　
２
０
１
６
年
10
月
3
日
に
、
学
生
の
自
主

的
な
学
修
活
動
（
ピ
ア
・
ラ
ー
ニン
グ
、
相

互
の
協
働
に
よ
る
学
修
な
ど
）
を
支
援
す

る
た
め
の
施
設
と
し
て
、
Ｆ
棟
１
階
に
ラ
ー

ニン
グ
・
コ
モ
ン
ズ
（
Ｔ-

Ｌ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
（
テ
ィ
ー

レ
コ
））
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

施
設
内
に
は
、オ
ー
プ
ンエ
リ
ア
、ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
室
、
講
義
室
お
よ
び
面
談
室
が
配
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
貸
出
用
の
プ
ロ
ジェク
タ
ー

や
ノ
ー
ト
Ｐ
Ｃ
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、グ
ル
ー

プ
に
よ
る
学
修
活
動
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョン

の
練
習
に
も
活
用
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
受
付
カ
ウ
ン
タ
ー
に
は
、

日
頃
か
ら
学
生
の
自
主
的
な
学
修
を
支
援

し
て
い
る
Ｓ
Ａ
（
ス
チュー
デ
ン
ト
・
ア
シ
ス
タ

ン
ト
）
が
待
機
し
、
サ
ポ
ー
ト
を
行
って
い

ま
す
。

　

10
月
26
日
に
は
、
Ｓ
Ａ
が
中
心
と
な
って

企
画
し
た
オ
ー
プ
ニン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
次
の
よ
う
な
活
動
に
利
用
さ
れ

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
授
業
時
間
外
の
学
修
（
個
人
ま
た
は

グ
ル
ー
プ
）

②
学
生
と
教
職
員
の
面
談
、
学
修
相
談

③
学
生
を
対
象
と
し
た
学
修
ス
キ
ル
向

上
の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ

④
授
業
に
お
け
る
グ
ル
ー
プ
学
修
（
定

期
的
な
利
用
は
除
く
）

⑤
教
職
員
を
対
象
と
し
た
（
Ｆ
Ｄ
ま
た

は
Ｓ
Ｄ
の
た
め
の
）
セ
ミ
ナ
ー
、
ワ
ー

ク
ショッ
プ

　２０１８年4月、常磐大学に看護学部（仮称）を設置
する計画を構想中です。
　茨城県は医師不足、看護師不足が深刻であると聞きま
すので、地域医療の将来を担う人材の育成は急務の課題
と思われます。
　看護の専門知識や技術の修得だけではなく、常磐大学
がずっと大切にしてきた「人間教育」「実学教育」の実
績を踏まえて、コミュニケーション力や問題解決力を有
した人材が養成されることに期待したいと思います。
【看護学部看護学科（仮称）の概要】
　開設時期　　２０１８年４月
　定　　員　　入学定員：80名　　収容定員：320名　
　場　　所　　見和キャンパス（水戸市見和１−430−１）
　　　　　　　桜の郷キャンパス（東茨城郡茨城町桜の
　　　　　　　郷280）＊水戸医療センター隣接
　取得資格　　看護師国家試験受験資格
（申請予定）　保健師国家試験受験資格（選抜制）
　　　　　　　養護教諭一種免許（選抜制）

　

同
窓
会
で
は
、
２
０
１
１
年
度
に
常

磐
大
学
同
窓
会
課
外
活
動
奨
励
金
制
度

を
創
設
し
ま
し
た
。
こ
の
制
度
は
、
学

生
の
課
外
活
動
の
活
性
化
と
同
窓
会
活

動
に
対
す
る
認
知
度
や
理
解
度
の
向
上

を
目
的
と
し
て
、
常
磐
大
学
の
発
展
お

よ
び
社
会
貢
献
に
寄
与
で
き
る
、
ま
た

は
そ
れ
が
期
待
で
き
る
学
生
の
課
外
活

動
に
対
し
て
奨
励
金
を
給
付
す
る
も
の

で
す
。

　
２
０
１
６
年
度
は
次
の
３
団
体
に
対
し
、

奨
励
金
（
学
生
プ
ロ
ジェク
ト
奨
励
金
）

を
給
付
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
8
月
2
日
に
奨
励
金
授
与
式
が
行
わ
れ
、

池
田
正
則
会
長
か
ら
給
付
団
体
の
代
表

学
生
に
奨
励
金
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
２
０
１
７
年
度
同
窓
会
総
会

後
に
今
回
の
給
付
団
体
の
学
生
た
ち
に

よ
る
活
動
内
容
お
よ
び
成
果
に
関
す
る

報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。

団体名 活動成果の内容 給付金額

Ｍ４

ひたちなか市那珂湊地区で毎年８月に開催されるアートイベント
「みなとメディアミュージアム」において、企画立案や、アーティ
ストの制作サポート・開催中の作品管理・来客対応などの運営
サポートを行なう。毎年３０名近くの学生がボランティアスタッフと
して参加している。また、同地区で毎月第３土曜日に開催される
「ドゥナイトマーケット」での「TOKIWAまちなかラボ」プロジェ
クトでワークショップを実施する。

200,000円

ホタル再生プロ
ジェクト
in「常磐の森」

当プロジェクトは、ホタル再生を通じて偕楽園公園内の自然環
境の保全を図ろうとするものです。ネットワークに所属するほか
の4団体、近隣の教育機関、水戸市役所、茨城県庁の関連
部署や協賛企業と連携しながら、偕楽園公園内の５ヵ所でホタ
ルの再生活動を実践しています。そして、12月には東京ビッグ
サイトで開催される「エコプロ2016」でその成果を発表する予
定です。

198,894円

ＴＳＳ
ボランティア
ＴＲＩＣＯＬＯＲ

「いわとき（岩手×常磐）プロジェクト」として、東日本大震災の被災
地である岩手県沿岸部の課題解決に向け、「できることを、できるときに、
出来るだけ」をテーマに活動している。本年度も岩手県の現状をより深く
理解するための「勉強会」を実施し、9月には現地でのボランティア、震
災を風化させないため、10月のときわ祭において、写真展示等をはじめと
して「復興支援企画」の実施、12月には本学学生・教職員、地域の方々
を対象に「東日本大震災復興フォーラム」の開催を予定している。本活
動は、継続したボランティア活動として次年度以降も行なう予定である。

200,000円

　ＴＯＫＩWＡおんぷの会では、来る２０１７年11月18日（土）、
日立シビックセンターにおいて、３年ぶりに演奏会を開催します。
学生時代の仲間たちと、「同窓会にような演奏会」を行いたい！と
いうことで２００４年に始まった『同奏会』も、早いもので５回目
の開催となります！学生時代に吹奏楽団で活動していた方は、お誘
い合わせのうえ、ぜひご参加ください！そして、常磐大学同窓会の
みなさまのご来場を心よりお待ちしています。
【お問い合わせ】事務局：０９０−１６６２−３４８６（長南）

母
校
の
施
設
整
備 

〜
見
和
キ
ャ
ン
パ
ス
開
設
50
年
施
設
整
備
事
業
よ
り
〜

１
．
体
育
館
の
建
て
替
え

常磐大学同窓会　支部活動レポート
ＴＯＫＩWＡおんぷの会

２
．
学
生
が
主
体
的
に
学
ぶ
・

　
　
学
び
あ
え
る
空
間

常
磐
大
学
・
常
磐
短
期
大
学

ラ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
モ
ン
ズ
開
設

課外活動奨励金授与式

エムフォー

ティーエスエス

ト リ コ ロ ー ル

◆募金のご案内◆
http://www.tokiwa.ac.jp/fund/

常磐大学　会計経理課寄付係
（TEL：029-232-2554）

＜設計仕様＞
平屋建て（一部2階建て）、床面積2,864㎡
1階：アリーナ・アスレチックルーム・ホール
2階：多目的室・ホール

新体育館完成予想図

２
０
１
６
年
度
常
磐
大
学
同
窓
会
課
外
活
動
奨
励
金
給
付
者
決
定

常磐大学 看護学部看護学科（仮称）
設置構想中

（1）

WIND OF TOKIWA URL　http://www.tokiwa.ac.jp/˜dosokai/E-mail　dosokai@tokiwa.ac.jp

■ 発行：常磐大学同窓会
■ 編集：常磐大学同窓会事務局
　 水戸市見和１丁目430－１（常磐大学内）
　 電話 029－232－2511（代）　

2017.3.10 24vol.

常磐大学同窓会会報



　

２
０
１
７
年
が
始
ま
り
ま
し
た
。

母
校
の
常
磐
大
学
で
は
、
国
際
学
部

と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
学
部
が
改
組

転
換
し
て
、
２
０
１
７
年
４
月
か
ら

総
合
政
策
学
部
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

ま
た
、
今
回
の
会
報
に
も
記
載
し
ま

し
た
が
、
看
護
学
部
設
置
を
構
想
中

で
あ
り
、
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て

い
ま
す
。「
新
し
い
風
」
に
期
待
し

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
例
年
開
催
し
て
い
る
常
磐

大
学
同
窓
会
総
会
の
日
程
に
つ
い
て

は
、
決
定
し
ま
し
た
ら
別
途
ご
連
絡

い
た
し
ま
す
。
懐
か
し
い
先
生
に

会
っ
た
り
、
新
し
い
体
育
館
を
見
に

来
ま
せ
ん
か
。
事
務
局
と
し
て
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　
（
Ｍ
）

○
関
甲
新
学
生
野
球
秋
季
リ
ー
グ
（
３
部

中
２
部
）

常
磐
大
学
×　

３
ー
４　

○
松
本
大
学

常
磐
大
学
○　

６
ー
０　

×
松
本
大
学 

常
磐
大
学
○　

３
ー
０　

×
埼
玉
大
学

常
磐
大
学
○　

11
ー
０　

×
茨
城
大
学

常
磐
大
学
×　

１
ー
４　

○
茨
城
大
学 

常
磐
大
学
○　

４
ー
２　

×
群
馬
大
学

常
磐
大
学
○　

９
ー
０　

×
群
馬
大
学 

常
磐
大
学
○　

７
ー
０　

×
山
梨
学
院
大
学

常
磐
大
学
○　

６
ー
２　

×
山
梨
学
院
大
学

常
磐
大
学
○　

６
ー
１　

×
埼
玉
大
学

※
８
勝
２
敗　

１
位　

２
部
残
留

〈
男
子
〉

○
２
０
１
６
年
度
関
東
大
学
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
春
季
リ
ー
グ
戦
６
部
Ｃ

　

５
戦
０
勝
５
敗　

６
位

〈
女
子
〉

○
２
０
１
６
年
度
関
東
大
学
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
春
季
リ
ー
グ
戦
５
部
Ｂ

５
戦
５
勝
０
敗　

１
位　

入
れ
替
え
戦
へ

○
２
０
１
６
年
度
関
東
大
学
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
春
季
リ
ー
グ
戦
入
れ
替
え
戦

常
磐
大
学
○　

３
ー
２　

×
首
都
大
学
東
京

　

４
部
昇
格

○
２
０
１
６
年
度
関
東
大
学
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
秋
季
リ
ー
グ
戦
４
部
Ａ

　

５
戦
２
勝
３
敗　

４
位

○
第
65
回
関
東
学
生
剣
道
優
勝
大
会

（
男
子
団
体
）　

１
回
戦

常
磐
大
学
×　

０
ー
７　

○
慶
應
義
塾
大
学

○
第
４２
回
関
東
女
子
学
生
剣
道
優
勝
大
会

（
女
子
団
体
）　

１
回
戦

常
磐
大
学
×　

２
ー
３　

○
桜
美
林
大
学

○
第
6２
回
関
東
学
生
剣
道
新
人
戦
大
会

（
男
子
団
体
）　

１
回
戦

常
磐
大
学
×　

１
ー
３　

○
白
鷗
大
学

○
第
１７
回
関
東
学
生
剣
道
新
人
戦
大
会

（
女
子
団
体
）　

１
回
戦

常
磐
大
学
○　

２
ー
０　

×
茨
城
大
学

　

２
回
戦

常
磐
大
学
×　

０
ー
４　

○
日
本
体
育
大
学

○
第
１１
回
全
日
本
学
生
剣
道
オ
ー
プ
ン
大
会

〈
男
子
〉
二
段
以
下
の
部

　

準
優
勝　

木
村　

健
宏

〈
男
子
〉
三
段
以
上
の
部

　

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
２
回
戦
進
出

小
沼　

翔
太

　

予
選
リ
ー
グ
敗
退　
　
　

松
本　

瑞
生

横
須
賀　

匠
、
海
野　

涼
介

神
永　

鉄
平
、
川
崎　

健
希

〈
女
子
〉
三
段
以
上
の
部

　

予
選
リ
ー
グ
敗
退　
　
　

志
村　

美
咲

岩
渕　

小
麦
、
菅
谷　
　

優

○
北
関
東
大
学
選
手
権
（
総
理
大
臣
杯
予

選
）

第
１
回
戦　

常
磐
大
学
○　

３
ー
１　

×
宇
都
宮
大
学

第
２
回
戦

常
磐
大
学
×　

０
ー
２　

○
上
武
大
学

○
北
関
東
大
学
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ（
前
期
）

常
磐
大
学
×　

０
ー
２　

○
上
武
大
学

常
磐
大
学
×　

２
ー
５　

○
関
東
学
園
大
学

常
磐
大
学
×　

１
ー
２　

○
作
新
学
院
大
学

常
磐
大
学
△　

１
ー
１　

△
宇
都
宮
大
学

常
磐
大
学
×　

０
ー
１　

○
高
崎
経
済
大
学

常
磐
大
学
○　

１
ー
０　

×
群
馬
大
学

常
磐
大
学
△　

２
ー
２　

△
足
利
工
業
大
学

常
磐
大
学
△　

１
ー
１　

△
白
鷗
大
学

常
磐
大
学
△　

２
ー
２　

△
茨
城
大
学

　

１
勝
４
敗
４
引
き
分
け

○
第
56
回
茨
城
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

（
大
学
の
部
）

　

金
賞
・
県
代
表

○
第
２２
回
東
関
東
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

（
大
学
の
部
）

　

銅
賞

■
サ
ッ
カ
ー
部

■
吹
奏
楽
団

　

常
磐
大
学
同
窓
会
の
み
な
さ
ん
、
お

元
気
で
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
私
が

人
間
科
学
部
に
着
任
し
た
の
は
１
９
９
０

年
4
月
で
す
か
ら
、
早
い
も
の
で
か
れ
こ

れ
30
年
近
く
経
ち
ま
す
。
ゼ
ミ
1
期
生

の
方
は
も
う
40
代
半
ば
に
な
って
お
ら
れ

る
か
と
思
い
ま
す
。

　

本
学
に
赴
任
す
る
前
の
約
2
年
間
、

私
は
ド
イ
ツ
南
西
部
の
ザ
ー
ル
ブ
リ
ュッ
ケ

ン
と
い
う
都
市
に
あ
る
ザ
ー
ル
ラ
ン
ト
大

学
の
法
経
学
部
で
助
手
を
務
め
て
い
ま

し
た
。
助
手
と
いっ
て
も
、
仕
事
は
指

導
教
授
の
求
め
に
応
じ
て
日
本
の
法
律

論
文
な
ど
を
ド
イ
ツ
語
に
翻
訳
す
る
く

ら
い
の
も
の
で
し
た
の
で
、
あ
と
の
時
間

は
自
分
の
研
究
に
あ
て
、
勉
強
に
倦
む

と
、
気
分
転
換
に
研
究
室
の
秘
書
さ
ん

や
助
手
た
ち
と
お
し
ゃべ
り
し
た
り
、
ワ

イ
ン
を
飲
ん
だ
り
し
て
（
と
き
に
は
朝
ま

　

同
窓
会
事
務
局
で
は
、
会
報
「
と

き
わ
の
風
」
に
掲
載
す
る
会
員
の
皆

さ
ま
か
ら
の
投
稿
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
日
々
の
雑
感
・
近
況
報
告
な
ど
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。（
編
集
の
都
合
上

８
０
０
字
程
度
で
お
願
い
し
ま
す
。）

　
な
お
、
掲
載
さ
れ
た
方
に
は
、
薄
謝

進
呈
い
た
し
ま
す
。

[

送
付
先] 

〒
３
１
０
‐
８
５
８
５

常
磐
大
学
同
窓
会
事
務
局
ま
た
は
、

dosokai@
tokiw

a.ac.jp

で
？
）
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

ザ
ー
ル
ブ
リ
ュッ
ケ
ン
は
ド
イ
ツ
有
数
の
ワ

イ
ン
産
地
で
あ
る
モ
ー
ゼ
ル
地
域
に
ほ
ど
近

い
た
め
、
お
い
し
い
ワ
イ
ン
が
手
軽
に
楽
し

め
ま
す
。
助
手
仲
間
の一
人
（
現
在
は
裁

判
官
）
が
た
ま
た
ま
ワ
イ
ン
農
家
の
息
子

だ
っ
た
の
で
、
誘
わ
れ
る
ま
ま
に
泊
り
が
け

で
遊
び
に
行
き
、
ワ
イ
ン
を
し
こ
た
ま
ご
馳

走
に
なっ
た
の
も
懐
か
し
い
思
い
出
で
す
。

　

助
手
は
州
の
公
務
員
な
の
で
、
土
日
の
休

み
を
利
用
し
て
ド
イ
ツ
各
地
を
旅
行
し
ま

し
た
。
行
く
先
々
で
は
必
ず
美
術
館
を
訪

れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
が
、
ど
こ
も
入

館
料
が
安
く
、
と
に
か
く
空
い
て
い
る
の
で

と
て
も
快
適
で
し
た
。
平
日
は
、
も
っ
ぱ
ら

「
建
築
家
の
民
事
責
任
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
研
究
を
し
て
お
り
、
指
導
教
授
（
後
に

学
長
に
就
任
）
と
も
よ
く
議
論
し
ま
し
た

が
、
あ
る
と
き
意
見
が
合
わ
ず
、
つい
口
が

滑
って
、「
先
生
も
シュタ
イ
ンコッ
プ（
石
頭
）

で
す
ね
え
」
と
言
って
し
ま
い
真
っ
青
に
な

り
ま
し
た
が
、先
生
は
ニ
ヤ
ッ
と
笑
って
、「
ド

イ
ツ
で
は
そ
う
い
う
と
き
、ホ
ル
ツ
コッ
プ（
木

頭
）
と
言
う
ん
だ
よ
」
と
ユ
ー
モ
ア
で
返
し

て
く
れ
た
の
で
、
ほ
っ
と
胸
を
な
で
お
ろ
し

た
覚
え
が
あ
り
ま
す
。

　

帰
国
し
て
か
ら
、
ド
イ
ツ
で
の
研
究
成

果
を
ま
と
め
て
発
表
し
ま
し
た
が
、
そ
の

後
、
私
の
関
心
は
、
民
法
か
ら
著
作
権
法

に
広
が
り
、
建
築
の
著
作
物
に
関
す
る
研

究
を
始
め
ま
す
。
建
築
が
著
作
権
で
保
護

さ
れ
る
た
め
に
は
美
術
性
を
備
え
て
い
る
必

要
が
あ
る
の
で
す
が
、
そ
も
そ
も
美
術
性

と
は
何
か
、一体
誰
が
美
術
性
の
有
無
を
判

断
す
る
の
か
、
と
い
う
点
が
問
題
と
な
り

ま
す
。
美
術
性
の
有
無
の
判
断
者
に
つい
て
、

ド
イ
ツ
連
邦
通
常
裁
（
我
が
国
の
最
高
裁

に
相
当
）
は
、「
美
術
に
造
詣
の
深
い
素
人
」、

つ
ま
り
、
美
術
に
造
詣
が
深
け
れ
ば
誰
で
も

（
裁
判
官
で
も
）
か
ま
わ
な
い
が
、
美
術

の
専
門
家
で
は
ダ
メ
だ
と
いって
い
ま
す
。
こ

の
判
例
に
勇
気
づ
け
ら
れ
て
（
？
）、
私
な

り
に
美
術
性
に
つい
て
考
え
、
何
と
か
ま
と

め
あ
げ
た
の
が
「
建
築
家
の
著
作
権
」
と

い
う
書
物
で
す
。
そ
の
際
に
知
ら
ず
知
ら

ず
の
う
ち
に
役
に
立
っ
た
の
が
、
ド
イ
ツ
滞

在
時
の
美
術
鑑
賞
経
験
で
あ
る
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。
法
律
と
美
術
と
い
う
と
ま
っ

た
く
関
係
が
な
さ
そ
う
に
み
え
ま
す
が
、

思
わ
ぬ
と
こ
ろ
で
ク
ロ
ス
し
た
わ
け
で
す
。

　

ド
イ
ツ
は
そ
の
後
も
た
び
た
び
訪
れ
、
か

つ
て
の
恩
師
や
仲
間
た
ち
と
旧
交
を
あ
た

た
め
て
い
ま
す
が
、
そ
の
際
に
は
必
ず
オ
ー

ス
ト
リ
ア
ま
で
足
を
伸
ば
し
、
ウ
ィ
ー
ン
の

美
術
史
美
術
館
に
立
ち
寄
り
ま
す
。
言
う

ま
で
も
な
く
世
界
有
数
の
美
術
館
で
す
が
、

ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
の
作
品
群
な
ど
見
応
え
の
あ

る
絵
画
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
最
近
は

あ
ま
り
時
間
の
余
裕
が
な
く
、
国
内
の
美

術
館
す
ら
な
か
な
か
い
け
ま
せ
ん
が
、
老
後

は
世
界
中
の
美
術
館
を
見
て
回
り
た
い
と

思
って
い
ま
す
。

日向野　弘毅 先生

人間科学部　現代社会学科教授
2017年度より総合政策学部長
（就任予定）、総合政策学部教授
慶應義塾大学大学院法学研究科後
期博士課程修了
学位：博士（法学）
専門：民法

お
く
や
み

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

　
柄
澤　

行
雄
様

（
元
人
間
科
学
部
教
授
）

鈴
木　

康
平
様

（
元
人
間
科
学
部
教
授
）

濱
田　

敏
郎
様

（
元
人
間
科
学
部
教
授
）

＊
編
集
後
記
＊

■
硬
式
野
球
部

■
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

■
剣
道
部

法
律
と
美
術　
　
　

 

日
向
野　
弘
毅

体
育
会
＆
文
化
連
合
活
動
報
告

2016
年度

異
動
情
報
の
更
新
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

掲
載
文
募
集

　

ご
住
所
や
ご
氏
名
の
変
更
等
に
よ
り
、
本
会
か
ら
の
郵
便
物
が
返
送

さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
お
り
ま
す
。

　

ご
住
所
や
ご
氏
名
に
変
更
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

＊
同
窓
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　

h
ttp

：//w
w

w
.tokiw

a.ac.jp/~dosokai

　

メ
ー
ル
：dosokai@

tokiw
a.ac.jp

　

Ｆ
ａ
ｘ
：
０
２
９
‐
２
３
１
‐
６
０
７
８

　

郵　

送
：
〒
３
１
０
‐
８
５
８
５　

水
戸
市
見
和
１
‐
４
３
０
‐
１

　

常
磐
大
学
内
常
磐
大
学
同
窓
会
事
務
局
宛

（2）☆同窓会ホームページもぜひご覧下さい。　　　http://www.tokiwa.ac.jp/~dosokai/


